
　
九
月
二
六
日

　
早
朝
、
富
士
山
聖
徳
寺
へ
。
上
九
一
色
村
役
場
、
建
築
確
認
申
請
、
夕
方

星
の
子
愛
児
園
定
例
。
深
夜
帰
宅
。

　
九
月
二
七
日

　
朝
、
渡
辺
さ
ん
夫
妻
来
所
。
住
宅
づ
く
り
打
合
わ
せ
。
総
工
費
を
全
部
あ

づ
か
る
事
に
し
た
。
設
計
施
工
請
負
い
で
あ
る
。
責
任
重
大
だ
。
夫
妻
共
に

私
を
信
頼
し
て
下
さ
っ
て
い
る
よ
う
だ
か
ら
、
期
待
を
裏
切
ら
ぬ
よ
う
に
し

た
い
。
午
後
星
の
子
愛
児
園
現
場
、
一
Ｆ
床
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
。
床
に
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
等
を
打
込
む
の
で
ス
タ
ッ
フ
、
学
生
が
現
場
作
業
。
檜
垣
、
坂
口

以
外
は
全
く
使
い
モ
ノ
に
な
ら
な
い
。
つ
く
る
本
能
が
な
い
。
ノ
コ
ギ
リ
も

使
え
な
い
で
、
建
築
が
で
き
る
の
か
。
明
朝
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
に
間
に
合

わ
せ
る
た
め
に
は
多
分
徹
夜
作
業
に
な
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
実
物
を
作
ろ
う

と
す
る
の
に
、
取
り
組
み
方
が
甘
い
の
を
イ
ヤ
と
い
う
程
知
っ
た
だ
ろ
う
。

　
夕
方
、
佐
藤
健
、
馬
場
昭
道
来
宅
。

　
ウ
ー
ロ
ン
茶
で
ソ
バ
を
喰
う
。
酒
を
飲
ま
ぬ
日
は
本
当
に
体
調
が
良
い
。

お
茶
で
酔
え
れ
ば
、
そ
れ
に
こ
し
た
事
は
な
い
の
だ
が
。
佐
藤
健
の
歩
く
歩

幅
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
の
が
気
に
な
る
。

　
明
朝
は
九
時
に
現
場
行
。
キ
チ
ン
と
仕
事
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
望
む
。

　
九
月
二
八
日

　
朝
、
三
階
か
ら
眺
め
て
い
る
と
遠
く
の
森
が
揺
れ
動
い
て
い
る
。
風
が
強

い
ら
し
い
。
ガ
ラ
ス
の
屋
根
ご
し
に
屋
上
の
雑
草
が
ゆ
れ
て
い
る
の
が
見
え

る
。

　
九
時
前
稲
田
堤
の
現
場
へ
。
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
ガ
ラ
ス
、
諸
々
の
物
体
の

埋
込
み
は
ほ
ぼ
終
っ
て
い
た
。
す
ぐ
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
始
ま
る
。
午

後
二
時
現
場
を
は
な
れ
る
。
生
が
わ
き
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
柿
渋
を
ブ
チ
ま

け
る
仕
上
げ
を
実
験
し
て
み
た
が
、
う
ま
く
い
き
そ
う
だ
。
最
期
ま
で
見
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
後
は
運
を
天
に
任
せ
る
し
か
な
い
。
現
場
に
い

る
と
体
が
生
々
と
し
て
く
る
の
が
わ
か
る
。

　
夕
方
、
建
築
会
館
へ
。
伊
勢
天
武
天
皇
、
浄
土
寺
浄
土
堂
重
源
、
密
庵
席

小
堀
遠
州
、
法
隆
寺
岡
倉
天
心
、
桂
ブ
ル
ー
ノ
タ
ウ
ト
、
万
博
岡
本
太
郎
、

と
昨
年
十
一
月
か
ら
連
続
六
回
続
け
て
き
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
今
日
が
最
終

回
。
浅
田
彰
、
藤
森
照
信
、
隈
研
吾
、
磯
崎
新
パ
ネ
リ
ス
ト
、
鈴
木
石
山
司

会
で
す
す
め
た
。
毎
回
会
場
は
満
員
で
、
今
日
は
こ
と
さ
ら
に
若
い
人
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
誰
も
が
本
能
的
に
不
安
な
の
だ
ろ
う
。

　
九
時
終
了
。
六
本
木
中
国
飯
店
で
事
務
局
の
坊
城
野
村
五
十
嵐
を
交
じ
え
、

食
事
。
い
つ
も
磯
崎
さ
ん
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
く
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
今
の
と
こ
ろ
甘
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

　
が
し
か
し
、
鈴
木
藤
森
石
山
も
五
十
半
端
を
過
ぎ
て
い
る
の
だ
か
ら
何
と

か
し
た
い
も
ん
だ
。
浅
田
彰
は
し
か
し
座
談
、
討
論
共
に
名
手
だ
な
ア
レ
は
。

話
題
の
つ
く
り
方
、
タ
イ
ミ
ン
グ
等
見
事
だ
。
ま
わ
り
に
も
気
を
使
っ
て
、

し
か
も
使
い
過
ぎ
ず
。
余
程
浅
田
孝
が
仕
込
ん
だ
に
違
い
な
い
。
浅
田
彰
を

見
て
い
る
と
、
丹
下
健
三
の
仕
事
に
お
け
る
浅
田
孝
の
役
割
が
ど
れ
程
の
も

の
だ
っ
た
の
か
に
想
い
を
は
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
丹
下
健
三
と
い
う
人
は
驚

く
程
に
そ
の
よ
う
な
人
間
に
恵
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
藤
森
の
天
衣
無
縫

振
り
も
板
に
付
い
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
の
彼
の
動
向
は
興
味
津
々
で
あ
る
。

西
欧
型
の
知
識
人
と
は
別
の
、
さ
り
と
て
い
か
に
も
な
日
本
型
で
も
な
い
。

縄
文
を
意
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
岡
本
太
郎
風
で
も
あ
る
が
、
何
故
か
大
陸

を
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
想
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
に
気
付
い
た
。
諏
訪
と
大

陸
と
は
何
処
か
で
結
び
つ
い
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
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